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明 ,台 以降の近代化のなかで発展からネリ残された中国山北。そこでは前近代的べ

―ルに包まれた家畜預託慣行が急激に拡大していた。

本書は、牛を介して取り結ばれる人マの社会関係を明らかにし、それが近代農村で呆

たした歴史的意義を解明する。そして歴史の片隅へtFPし 流されながらも、地域社会の

調和と共存のために努めた名もなき農民群像を梢く。いうなれば、進歩のかげぐ退歩

しつつあるものを見定めた宮本民谷学に共嗚する社会経済史である。
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【内容】前半生と地租改正反姑運動/明治前期鳥取県におけ
る農事改良/太一郎の農業技術体系/太一郎の技術普及/帝
回農家一致結合と太一郎/太一郎の晩年

レA5判・380頁/定価 7,875円    ISBN978-4-7842-1710-6

議鍵鳥暴
農経営と地域社会

18世紀末以降、河内国丹南郡岡村 (現藤井寺市)の庄屋を世羹した豪
農・地方名望家が岡国家であり、近世 。近代において同家が作成・授
受した「岡田家文書」は、 1万数千点にもおよぶ。近年整理が進めら
れている岡田家文書を多角的に分析し、畿内における村落と豪農の特
質を経済・社会構造の観点から解明する。
レA5判・508頁/定価 8,190円        ISBN978-4-7842-1385-6

高 韮 撃 瑾
融 停 タ ラ ン 日 妻 肘 の 鉢 錦 離

故・松村幸一氏 (大阪経済大学名誉教授)の 16世紀イングランド農村に
おける資本主義発展に関する膨大な数の論文の中から主要な論文をま
とめた一書。戦後の大塚史学と、イギリス資本主義を含む各国資本主
義の類型をめぐって激しく論争した中で生まれた諸論考を2部構成で
収録。巻末に参考文献と索引を付した。
レA5判・660頁/定価 14,700円        ISBN978-牛 7842-1575-1

翌 省 鍵 奔
服 の 経 済 史 地 球 規 模 経 済 と家 内 生 産

19世紀後半から20世紀半ばにかけて、シンガー社のミシンは世界を席
巻した。シンガー社の日本進出を中心に、近代日本におけるミシンの
普及と衣服産業の展開を分析。衣服産業については工場内生産のみな
らず家内生産にも視野を広げ、これまで断片的にしか知られてこなか
つた近代日本衣服産業の概要と特徴を明らかにする。
レA5判・320頁/定価 6,300円        ISBN978-4-7842-1719-9

近代 日本と地域振興 京都府の近代
高久嶺之介著
近代日本の地域社会の姿を、京都府下における、明治前期の京都宮津
間車道の開墾 ,明治前期～中期にかけての琵琶湖疏水と鴨川運河の開
墾・明治初期～昭和の敗戦直後までの天橋立の保存とその振興・明治
初期～昭和の敗戦直後にかけての童仙房村の開拓、という特定のテー
マを取り上げ、地域振興の視点から考察する。
レA5判・364頁 /定価 6,825円        ISBN978-4-7842-1570-6

環琵琶湖地域論
西川幸治・ 村井康彦編
地域研究の深化が求められる昨今。本書は、滋賀県立大学の研究スタ
ンフが、琵琶湖をとりまく自然 。経済・民俗・遺跡などをとりあげた
成果。【内容】中世商業村落の生活と環境の整備/人 と自然の関係史
素描/江戸時代における琵琶湖の鳥猟について/琵琶湖湖底遺跡の研
究/内湖のあった生活/溜池のある風景 他
レA5判・340頁 /定価 7,350円          ISBN4-7842-1175-6

※近代地方政治と水利土木
服部敬著
淀川・安威川・神崎川の水利構造の変遷と分析、沿岸住民の治水運動
と中央・地方議会と政党の対応、近代化の意味と中央集権的近代国家
の性格を地域史の視座から問う。
【内容】近代国家の成立と水利慣行/水利組合の成立とその機能/淀

川改修運動と地方政治の動向/日 露戦後の農事改良政策と水利問題
>A5判・400頁 /定価 6,930円          ISBN4-7842-0873-9
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>A5判・330頁 /定価 6,300円    ISBN978-4-7842-1642-0

窪装 ≦ 身
業 史 の再解 釈『清良記』の研究

戦国末期伊予の軍記『清良記』全30巻 を分析。その著者および成立年
代を確定し、日本最古の農書とされる第 7巻 「親民鑑月集」の位置づ
けを明かす。近世農業の始まりとしての農書という定説をくつがえし、
中世農業の最終段階をはじめて詳説したと位置づけ直す。
レA5判・424買/定価 8,190円        ISBN978-4-7842-1562-1

※20世紀の経済と文化
徳永光俊編     大阪経済大学日本経済史研究所研究叢書
20世紀の経済・社会 ,文化について、大阪経済大学の教員が多様な角
度から論 じ21世紀を展望する論文集
【内容】20世紀国際通貨制度の回顧と展望/集権の20世紀から分権の

21世紀へ/20世紀の社会保障/ロ シア革命とカウツキー/20世紀後半
の農業史研究と日本農業/明治維新史研究の過去と現在 他
>A5判・210頁/定価 3,675円          ISBN牛 7842-1046-6

日本産業技術史事典
日本産業技術史学会編
明治維新以降めざましい発展を遂げ、近代化の歩みを支えた産業技術
の変遷を跡づける。23の大項目と344の小項目で系統的・組織的に日
本の産業技術史を俯厳した画期的な読む事典。近代化以前からの「草
の根」における技術と技能の蓄積対しても光を当て、民間の「現場」の
力を重視する。
レB5判・550頁/定価 12,600円        ISBN978-4-7842-1345-0

※丹後地域史へのいざない
上田純一編
歴史を「地域」の視点から見つめ直そうという関心の高まりつつある
中、古来より独自の歴史や文化が生まれ育まれてきた京都府下の丹後
半島地域を総体的に解明する試み。政治・経済史的観点からだけでな
く、地域住民の視点から、そして彼らの抱いていた歴史的な帰属意識
や時代心理の分野にまで言及した全 7篇を収録。
レ46判・184頁/定価 1,680円        ISBN978-牛 7842-1348-1

近世琵琶湖水運の研究
杉江進著
近世における堅日の変貌、後背地との結びつきにより分けられる三地
域 (「諸浦の親郷」 (堅田・大津・人幡)・ 湖北四ヵ浦・彦根三湊)の
対抗関係、船の航行と船支配の関係という二つの視点を基軸に、近世
前期琵琶湖水運の構造と特質、廻船規定、諸浦の盛衰を取り上げて論
究する。
レA5判・464頁 /定価 9,450円        ISBN978-牛 7842-1551-5

※近代京都研究
丸山宏・ 伊徒勉 。高木博志編
歴史都市・京都は、近代に大きく変わったまちであった一。本書は、
京都という都市の普遍性と特殊性を射程に入れながら、近代史を中心
に分野を超えた研究者たちの研究成果。
【内容】都市改造の自治喪失の起源/都市計画事業として実施された

土地区画整理/北垣府政期の東本願寺/京都府会と都市名望家 他
>A5判・628頁/定価 9,450円        ISBN978-牛 7842-1413-6

インタビュー・エッセイや新刊情報を掲載 した広報誌
電話・ fax・ Eメ ールでお申 し込み下さい。※印の

『鴨東通信』を年 4回無料でお送りしています。
は外函・カバーに汚れ・傷みがございます。


